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溺闇騒顕圏＿／i 
台風シーズンは平穏に過ぎ去ったi…‥こがね色の波は遠賀田圃いっぱいにひろがり、

セーラー服姿の秦々手旗が一役かって、深まり行く捻りの秋を、笑みをたたえて？

じっと見守っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別府田圃にて）

人のうこき（慈繕曇基）

人　　口　　9，835人　（＋11）

男　　　　4．666　　（＋2）

女　　　　5．169　　（＋9）

圃常数　　2，558戸　（＋4）

（）内は前月比

十月のこよみ

法
の
日
、
労
働
衛
生
週

間
、
赤
い
羽
根
募
金

体
育
の
口
、
目
の
愛
護

デー鉄
道
記
念
日

遠
賀
町
お
く
ん
ち

貯
蓄
の
日

租
借
地
藷
記
念
日
、
新

聞
少
年
の
日

報
聾
週
間
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七
千
五
百
万
円
を
補
正

第
七
回
定
例
議
会
閲
か
る

遠
賀
町
第
七
回
定
例
議
会
が
去
る
9

月
鮪
目
指
袋
さ
れ
、
1
0
月
3
日
ま
で
の

9
日
間
の
日
程
で
次
の
議
案
が
審
議
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

○
議
案
第
六
十
号

遠
賀
町
韻
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
　
　
　
（
原
案
可
決
）

（
昭
和
4
4
年
改
正
さ
れ
た
旅
費
支
給
規

程
が
そ
の
後
の
国
鉄
運
賃
の
値
上
げ
等

に
よ
り
現
状
に
則
し
な
く
な
っ
た
た
め

畿
貝
、
特
別
職
、
一
般
職
の
旅
費
支
給

に
つ
い
て
改
正
を
行
っ
た
も
の
で
す
）

○
議
案
第
六
十
一
号

遠
賀
町
役
場
職
員
定
数
条
例
の
一
都

改
正
に
つ
い
て
　
　
（
原
案
可
決
）

（
老
人
医
療
無
料
化
に
伴
う
事
務
が
新

ら
た
に
増
え
た
た
め
、
こ
の
革
務
処
理

の
た
め
職
員
定
数
を
一
名
増
員
し
た
も

の
で
す
）

○
議
案
第
六
十
二
号

昭
和
約
年
度
遠
賀
町
一
般
会
計
補
正

予
第
（
第
5
号
）
　
　
原
案
可
決

（
既
定
の
予
算
に
七
五
、
八
二
三
千
円

を
追
加
補
正
を
行
な
っ
た
も
の
で
、
主

な
も
の
と
し
て
、
鬼
法
線
道
路
改
良
費

他
通
路
費
二
、
五
〇
〇
万
円
、
町
民
プ

ー
ル
（
浅
木
小
）
建
設
費
一
、
七
〇
〇

万
円
、
災
害
復
旧
費
一
、
0
0
0
万
円

林
地
崩
壊
防
止
専
業
七
八
〇
万
円
な
ど

が
あ
り
ま
す
）

○
議
案
第
六
十
四
号

助
役
の
選
任
に
つ
い
て

○
議
案
第
六
十
五
号

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

（
い
ず
れ
も
讃
会
の
同
意
を
求
め
た
も

の
で
、
助
役
に
柴
田
武
門
氏
、
教
育
委

貝
に
坂
田
他
次
郎
、
旗
生
霊
己
氏
が
同

窓
さ
れ
ま
し
た
）

次
に
今
年
1
0
月
任
期
満
了
と
な
る
坂

田
亀
次
郎
、
旗
生
重
己
両
教
育
委
貝
の

再
任
に
つ
い
て
も
同
議
会
で
同
意
さ
れ

ま
し
た
の
で
再
任
が
決
定
し
今
後
四
年

間
、
遠
賀
町
の
教
育
向
上
の
た
め
尽
力

願
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

柴
田
武
門
氏
屯
歴

頂
和
5
年
1
2
月
5
日
生
　
四
一
才

昭
和
鮪
年
3
月
　
東
筑
高
校
卒

昭
和
鮪
年
日
月
　
遠
賀
町
役
場
勤

務
、
土
木
課
長
、
水
道
課
長
、
庶

務
課
長
、
企
画
室
長
歴
任

H
轟
彊
群
山

町
主
催
に
よ
る
恒
例
の
敬
老
会
が
去
　
れ
、
又
町
長
か
ら
本
町
最
高
合
着
の
甫

る
九
月
十
五
日
の
敬
老
の
日
に
遠
賀
車
　
検
タ
ミ
さ
ん
（
粥
才
）
と
今
年
め
で
た

学
校
識
堂
で
開
催
さ
れ
、
男
二
六
八
名
　
く
八
十
八
才
の
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
七

女
三
六
〇
名
計
六
二
八
名
の
お
と
し
よ
　
名
の
方
に
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
が
贈
ら

り
の
み
な
さ
ん
の
長
寿
を
祝
福
し
ま
し
　
れ
、
更
に
遠
賀
那
社
会
福
祉
協
議
会
か

た
。
先
ず
福
岡
県
知
事
か
ら
八
十
才
以
　
ら
安
部
ナ
ル
さ
ん

上
の
方
一
五
四
名
に
記
念
品
が
贈
ら
　
ン
さ
ん
（
0
0
才
）

柴
田
武
門
氏
助
役
に

教
委
に
坂
田
、
旗
生
民
再
任

昨
年
1
0
月
以
来
空
席
の
ま
ま
で
あ
っ

た
遠
賀
町
助
役
は
、
去
る
9
月
2
7
日
の

議
会
に
お
い
て
町
長
よ
り
柴
田
武
門
氏

の
助
役
選
任
の
同
意
が
求
め
ら
れ
議
会

全
貝
一
致
で
こ
れ
を
同
慈
し
約
一
年
ぶ

り
に
助
役
が
誕
生
し
ま
し
た
。

柴
田
助
役
は
遠
賀
郡
内
で
は
最
年
少

で
あ
り
ま
す
が
、
過
去
2
1
年
間
一
般
職

々
貝
と
し
て
町
行
政
に
た
す
き
わ
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
そ
の
若
さ
と
、

過
去
の
経
験
を
充
分
生
か
し
、
大
き
く

変
り
つ
つ
あ
る
遠
賀
町
の
発
展
の
た
め

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の

です。

（
鮒
才
）
と
柴
田
マ

に
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

午
後
は
鍬
舞
踊

団
に
よ
る
余
興
が

行
な
わ
れ
、
終
始

な
ご
や
か
な
う
ら

に
敬
老
会
が
運
営

さ
れ
、
お
と
し
よ

り
の
み
な
さ
ん
が

い
っ
ま
で
も
お
元

気
で
お
通
し
く
だ

さ
る
よ
う
祈
念
し

て
会
を
閉
じ
ま
し

た。

貌
念
品
を
う
け

ち
れ
た
方

○
最
高
合
着
（
町

長
よ
り
）

上
別
府
　
南
棟

タ
ミ
M
l
・
l

・
紳
9
8
才

〇
九
十
才
（
郡
社
協
よ
り
）

遠
賀
川
　
安
部
ナ
ル
M
1
5
・
5
・
2

旧
　
任
　
柴
田
マ
ン
M
1
5
・
9
・
5

0
米
寿
者
（
八
十
八
才
）
　
（
町
長
よ
り

鬼
　
津
　
大
西
マ
キ
、
太
田
シ
ヅ
エ

二
村
そ
り

尾
　
崎
　
西
田
章
一
、
松
井
ツ
子

旧
　
停
　
入
江
モ
ト

広
　
波
　
柴
田
ウ
タ
ノ

〇
八
十
八
才
－
九
十
九
才
（
知
導
よ
り

別
　
府
　
内
藤
館
外
氏
他
二
十
九
名

〇
八
十
才
－
八
十
七
才
（
知
謡
よ
り
）

虫
生
津
早
川
房
五
郎
氏
他
一
二
玉
名

今
年
も
十
月
一
日
よ
り
赤
い
羽
根
募

金
が
始
ま
り
ま
し
た
か
こ
の
募
金
は
社

会
福
祉
施
設
の
整
備
充
実
や
生
活
援
護

専
業
に
使
用
さ
れ
、
毎
年
数
多
く
の
人

々
の
生
活
の
光
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

何
卒
、
皆
様
方
の
暖
か
い
募
金
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
共
同
募
金
も
本
4
1
で
二
十
五
周

年
に
な
り
左
記
の
と
お
り
俳
句
を
募
集

い
た
し
ま
す
の
で
応
募
下
さ
い
。

季
∴
題
　
　
赤
い
羽
根
（
愛
の
羽
根
）

締
∴
助
　
　
4
7
年
1
0
月
2
0
日

方
　
法
　
　
ハ
ガ
キ
一
枚
に
一
句

住
所
、
氏
名
、
職
業
を
記
入

送
り
先
　
　
東
京
都
千
代
田
区
霞
ヶ
関

三
の
三
の
四

社
会
福
祉
法
人
、
中
央
募

金
会
赤
い
羽
根
俳
句
係
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にかなる、面＿国の夢濫急操謹…鱒預な＄雷等務し聾‡。繕鮎， 発らるこ所金市債和語細い分一しノの二段の貯ど願　い続利かに配れ諸をてた 
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シ
ン
ナ
ー
、
接
着
剤
等
の

乱
用
防
止
に
つ
い
て

シ
ン
ナ
ー
や
接
裁
剤
の
乱
用
の
恐
ろ

し
さ
は
、
昭
和
4
6
年
全
国
で
死
亡
者
一

二
二
名
、
乱
用
し
て
補
導
さ
れ
た
少
年

囲
九
、
五
八
七
名
で
乱
用
者
に
よ
る
非

行
が
あ
と
を
た
た
な
い
こ
と
か
ら
も
お

わ
か
り
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
我
が
子
に
限
っ
て
」
と
誰
で
も
が

思
い
ま
す
。
し
か
し
無
関
心
な
家
庭
が

多
い
こ
と
も
事
実
で
す
。
福
岡
県
で
は

今
年
士
挙
期
で
す
で
に
一
、
一
三
二
名

が
補
導
さ
れ
、
し
か
も
一
名
が
死
亡
し

て
お
り
、
小
、
申
高
校
生
に
こ
れ
が
瑠

加
し
て
い
る
現
象
が
み
ら
れ
ま
す
。

福
岡
娘
で
は
、
督
少
年
保
灘
育
成
条

例
で
、
シ
ン
ナ
ー
や
撲
蕃
剤
の
販
売
に

つ
い
て
さ
び
し
く
規
制
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
旧
知
妬
軍
8
月
l
日
か
ら
は

国
が
裁
物
及
び
劇
物
取
締
法
と
い
う
法

律
の
中
で
更
に
「
販
売
す
る
者
」
　
「
乱

用
す
る
者
」
等
に
対
し
て
き
び
し
く
規

制
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〔
規
制
内
容
〕

乱
川
火
口
∴
∴
シ
ン
ナ
ー
や
接
着
剤
を
吸
入

す
る
等
乱
用
し
た
者
或
は
乱

用
す
る
こ
と
を
目
的
に
所
持

す
れ
ば
戯
人
で
も
、
少
年
で

も
、
三
万
以
下
の
捌
金
に
処

せ
ら
れ
ま
す
。

販
売
用
　
乱
用
す
る
こ
と
を
知
っ
て
販

売
し
た
り
、
渡
し
た
り
す
れ

ば
そ
れ
が
一
回
だ
け
の
行
為

で
あ
っ
て
も
2
年
以
下
の
懲

役
又
は
五
万
円
以
下
の
桐
金

に
処
せ
ら
れ
、
又
は
研
科
さ

れ
ま
す
。

家
庭
で
は
、
販
売
店
で
は
、
ど
ん
な

注
意
を
し
た
ち
ょ
い
で
し
ょ
う
か
。

①
　
シ
ン
ナ
ー
や
接
調
剤
を
吸
入
す
る

と
、
次
の
よ
う
な
病
状
を
起
こ
す
こ

と
を
よ
く
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑨
長
時
間
繰
返
し
吸
入
す
る
と
、
頭

痛
、
は
き
気
、
不
眠
、
め
ま
い
、

下
肢
倦
怠
、
食
欲
不
振
な
ど
が
起

り
、
更
に
常
習
的
に
吸
入
す
る
と

中
枢
神
経
を
お
か
き
れ
強
度
の
め

い
て
い
状
態
と
な
り
自
制
心
が
な

く
な
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
昏
睡

状
態
に
お
ち
い
り
、
像
部
化
す
る

と
郡
神
階
評
を
起
し
廃
人
同
様
に

な
り
、
多
量
を
一
度
に
吸
入
す
る

と
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

②
　
家
庭
で
は
、
子
供
蓮
に
対
し
「
我

が
子
に
限
っ
て
」
　
の
考
え
を
な
ノ
、

し
次
の
こ
と
に
清
澄
し
て
申
′
＼
発

見
す
る
こ
と
に
努
め
述
反
省
に
在

ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ン
ナ
ー
や
接
弟
剤
を
乱
川
す
れ

ば
㈲
∴
胴
や
、
聞
く
私
か
ら
シ
ン
ナ
ー

の
に
お
い
が
す
る
。
．

同
　
額
に
油
気
が
な
く
な
り
、
日
の

ま
わ
り
が
白
く
カ
サ
カ
サ
し
て
い

ろ。
い
　
食
欲
が
落
ち
、
元
気
が
な
く
な

る。
日
　
清
意
力
が
さ
ん
ま
ん
に
な
り
落

ち
つ
か
な
い
。

と
い
っ
た
状
態
が
あ
ら
わ
れ
て
き
ま

す
。
所
持
最
に
は
よ
く
気
を
つ
け
て

乱
用
し
た
と
き
の
恐
し
ま
を
よ
く
数

え
て
く
だ
さ
い
。

⑨
　
敗
宛
膚
は
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て

臓
毒
し
て
く
だ
さ
い
。

㈹
∴
た
び
た
び
麟
人
に
来
ろ
。
我
は

一
度
に
多
量
鵬
入
す
る
と
き
。

㈲
∴
使
用
の
目
的
が
は
っ
き
り
し
な

い
と
き
。

0
∴
鈍
色
や
態
既
が
普
通
で
な
く
、

不
審
が
も
た
れ
る
と
き
。

こ
の
よ
う
な
詳
少
年
に
は
、
じ
い
う

ぷ
ん
気
を
つ
け
て
買
い
に
き
た
者
の

村
所
、
氏
名
並
び
に
使
用
日
的
等
の

恐
誠
に
努
め
た
う
え
で
販
売
し
て
く

だ
さ
い
。

シ
ン
ナ
ー
や
接
第
割
の
乱
川
が
純
金

で
あ
る
べ
き
将
来
性
あ
る
背
少
年
の
体

と
心
を
む
し
ば
み
、
態
の
道
に
走
ら
せ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
家
遊
、
半
枚
、

地
域
そ
し
て
販
需
用
等
皆
の
力
で
乱
用

防
圧
、
危
霊
防
＝
に
努
め
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。※
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長期譲渡所得の税金の計算方法

税 率 �譲渡期日 �所得税 �住早税 
47．48年中 �15％ �5％ 

49．50年i卓 �20％ �6％ 

①譲渡価額一読＝許鞭驚
（売った価額）／売った価額＼，仲介料

（ ）（
登記料

その他

の5％又は

実際の買っ

た価額

②嘉期韻驚（翻控除）＝課税長期100万円　　　譲渡所得

③誤認×嵩・ニー’轡－
5％　＝　住民税

短期譲渡所得の税金の計算方法

課税短期

譲渡所得

必要経螢

／一－／へ一一一一一一、

①　報渡価額一取得費＋殺渡費用＝

②器慧：2篤≡器×　一一一・一一・・・・・・

この税金よりも総合課税の方法で許塊し

た税金のうち、短期譲渡所得に対応する

税金の110％相当額の方が高い場合には、

請い方の金額が税金と在ります。

〝
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
場
合

税
金
は
ど
れ
ほ
ど
か
か
る
か
〟

、
上
地
や
建
物
の
保
有
期
間
の
長
短

に
よ
っ
て
技
期
譲
渡
所
得
又
は
短
期

磯
波
所
得
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

1
　
長
期
譲
波
所
得
と
は
…
…
五
年

を
こ
え
る
期
間
も
っ
て
い
た
土
地

や
建
物
を
談
渡
し
た
こ
と
に
よ
る

所
得
で
す
。

2
　
矩
期
譲
渡
所
得
と
は
…
…
五
年

以
下
の
期
間
し
か
も
っ
て
い
な
か

っ
た
土
地
や
建
物
を
憩
渡
し
た
こ

と
に
よ
る
所
得
で
す
。

た
だ
し
、
昭
和
四
十
四
年
一
月

一
日
以
後
に
購
入
し
た
り
建
築
し

た
り
し
た
土
地
や
建
物
は
、
そ
の

保
有
期
間
が
五
年
を
こ
え
て
も
そ

の
譲
渡
所
得
は
鰻
期
離
澱
所
得
と

な
り
ま
す
。

二
、
農
期
譲
渡
所
得
は
、
他
の
所
得
と

分
離
し
て
比
例
税
率
で
計
算
し
ま

す。特
別
控
除
額

長
期
譲
渡
所
得
で
常
道
の
場
合
は
百

万
i
T
で
す
。
短
期
譲
渡
所
得
で
は
こ
の

百
万
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
次

の
よ
う
な
場
合
は
、
長
期
、
矯
期
誕
波

所
得
に
対
し
て
特
別
控
除
が
あ
り
ま

す。1
　
収
用
な
ど
に
よ
り
寅
雄
を
護
漉
し

た
場
合
…
…
一
千
二
百
万
円

2
　
属
住
用
財
産
（
家
、
屋
敬
）
を
譲

渡
し
た
場
合
…
二
千
万
円

3
　
位
宅
公
団
等
が
行
な
う
土
地
医
師

盟
瑚
事
業
の
た
め
数
渡
し
た
場
合
…

・
・
i
ハ
五
力
田

4
－
－
両
町
村
等
が
行
な
う
宅
地
造
成
郎

業
の
た
め
数
渡
し
た
場
合
…
…
三
百

万
時

②
　
普
通
の
総
合
課
税
の
方
法
で
引

舞
し
た
場
合
の
そ
の
譲
渡
所
得
に

対
す
る
税
額
の
一
〇
％
増
し
。

こ
の
場
合
、
短
期
藤
波
所
紺
に
は

長
期
灘
波
所
得
の
百
万
円
控
除
に
あ

た
る
特
別
控
除
は
あ
り
ま
せ
ん
。

短
期
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
は
、
所
得

税
の
肢
低
税
率
は
川
〇
％
、
住
民
税
は

二
一
％
と
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
最
低
五

二
％
か
ら
最
高
八
八
％
の
税
金
が
か
か

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
　
な
お
、
磯
波
所
得
に
関
す
る
問
題

で
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
税

務
署
及
び
役
燐
税
務
係
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

1

0

月

は

簡

易

保
　
険
　
の
　
月

郵
便
局
で
は
樋
効
保
険
が
蒐
足
し
た

大
＝
5
年
1
0
月
1
日
に
ち
な
ん
で
、
1
0

月
を
「
簡
易
保
険
月
間
」
と
名
づ
け
、

全
国
の
郵
便
局
で
説
念
行
事
を
間
催
し

よ
り
い
っ
そ
う
の
こ
理
解
と
U
協
力
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

只
今
好
評
発
売
中

〝
1
倍
保
障
の

ニ
ュ
ー
ク
ロ
ー
バ
保
険
．

農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
等
を
繊

渡
し
た
場
合
…
…
一
百
五
船
方
門

た
だ
し
、
年
間
譲
渡
所
得
全
体
を
通

じ
て
最
高
一
千
二
百
万
円
と
し
ま

す
。
ま
た
試
ね
て
技
期
譲
渡
所
得
の

一
般
的
な
特
別
璧
除
百
万
円
は
、
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

、
触
期
譲
渡
の
税
金
は
、
短
期
譲
渡

所
得
を
他
の
所
得
と
分
離
し
、
次
の

①
、
②
い
ず
れ
か
商
い
方
の
金
額
に

な
り
ま
す
。

①
　
課
税
短
期
誕
渡
所
得
の
四
〇
％
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交
通
実
態
調
査
（
パ
ー
ソ
ン

ト
リ
ッ
プ
調
査
）
の
実
施
に
つ
い
て

今
年
十
月
、
本
町
を
は
じ
め
県
内
北

部
五
十
六
市
町
村
で
、
交
通
実
態
調
査

（
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
）
を
県
と

鶴
力
し
て
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た。闘
蓋
の
目
的

私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
鉄
道
や
道
路
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
交
通
施
設
に
つ
い
て
、
総
合
的

な
計
画
を
つ
く
る
た
め
の
極
め
て
室
要

な
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。

今
後
こ
の
資
料
に
基
づ
い
て
、
朝
夕

の
通
勤
、
通
学
ラ
ッ
シ
ュ
や
、
通
路
交

通
の
渋
滞
解
消
、
あ
る
い
は
新
し
い
鉄

道
、
道
路
の
整
備
と
い
っ
た
日
常
生
活

に
密
着
し
た
交
通
計
画
を
立
て
て
い
き

ま
す
。

蛸
壷
の
内
容

こ
の
調
査
は
、
通
称
「
パ
ー
ソ
ン
ト

リ
ッ
プ
調
査
」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、

人
（
パ
ー
ソ
ン
）
の
動
き
（
ト
リ
ッ
プ

）
を
中
心
に
し
て
調
査
す
る
も
の
で
、

決
め
ら
れ
た
一
日
に
つ
い
て
、
皆
様
の

出
か
け
ら
れ
た
場
所
、
利
用
さ
れ
た
交

通
機
関
の
種
類
な
ど
、
交
通
計
画
を
立

て
る
た
め
に
必
要
な
導
柄
を
記
入
し
て

い
た
た
く
も
の
で
す
。

璃
萱
の
方
法

本
町
全
世
詩
の
中
か
ら
五
％
（
一
〇

〇
世
帯
に
つ
い
て
五
世
帯
）
の
割
合
で

無
作
為
に
選
ば
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の

こ
家
族
の
う
ち
五
才
以
上
の
全
世
帯
員

の
か
た
に
調
査
票
の
記
入
を
お
頭
い
い

た
し
ま
す
。

調
査
員
が
、
調
査
日
の
一
日
か
二
日

前
に
調
査
票
を
も
っ
て
ご
家
庭
を
訪
問

し
記
入
方
法
な
ど
を
説
明
し
て
、
後
日

再
び
調
査
票
の
回
収
に
ま
い
り
ま
す
。

選
ば
れ
た
ご
家
庭
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
ハ
ガ
辛
で
調
査
に
つ
い
て
の
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
調
査
日
の

数
日
前
、
調
査
員
の
訪
問
日
を
ハ
ガ
キ

で
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
様
か
た
の
住
ん
で
お
ら
れ
る
地
域

は
も
と
よ
り
、
こ
の
調
査
区
域
全
体
の

将
来
を
目
ざ
し
て
、
よ
り
良
い
交
通
計

画
を
立
て
、
住
み
よ
い
安
全
快
適
な
地

域
社
会
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
皆
様
か

た
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。

現
在
、
七
〇
才
以
上
の
方
の
医
療
費

は
無
料
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
方

法
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
該
当
事
項

で
手
続
き
が
済
ん
で
な
い
方
は
至
急
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

記

「
∵
該
当
者
登
録

七
〇
才
以
上
の
人
は
該
当
者
と
し

て
届
書
を
提
出
す
る
。
七
〇
才
に
な

っ
た
人
は
そ
の
月
初
め
に
届
出
を
す

る。
二
、
医
殿
賀
無
料
の
方
法

④
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
役
場
よ

り
発
行
し
た
医
療
証
を
病
院
の
窓

口
に
提
示
す
れ
ば
お
金
を
払
う
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

㊥
社
会
保
険
（
会
社
な
ど
の
保
険
）

加
入
者
は
医
療
滋
を
所
有
さ
れ
て

い
る
人
は
病
院
で
は
無
料
で
す

が
、
保
険
組
合
よ
り
後
日
医
感
賞

の
一
部
を
支
給
す
る
制
度
の
あ
る

組
合
加
入
者
の
内
一
郭
の
人
、
他

県
に
保
険
組
合
の
草
葉
所
が
あ
る

人
に
つ
い
て
は
、
病
院
で
本
人
負

担
分
の
お
金
を
払
い
、
そ
の
後
、

役
場
よ
り
支
払
う
。
こ
の
場
合
、

組
合
よ
り
証
明
が
必
要
で
す
の
で

役
場
に
申
し
出
る
。

※
医
演
寅
に
関
す
る
諸
用
紙
お
よ
び

問
合
わ
せ
は
役
場
厚
生
課
福
祉
係

へ

。

“

児
童
手
当
に
つ
い
て

次
の
要
件
該
当
者
は
、
児
童
手
当
を

受
給
で
き
ま
す
の
で
該
当
者
で
手
続

き
の
済
ん
で
い
な
い
方
は
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

語

要
件

一
、
十
八
才
未
満
の
児
童
が
三
人
以

上
あ
り
、
内
一
名
が
五
才
未
満
。

二
、
所
得
が
制
限
頼
以
下
で
あ
る
。

I
保
健
メ
モ
I

痔
は
早
め
に

手
当
て
を

大
酒
を
飲
ん
だ
翌
日
と
か
、
便
秘

や
下
痢
を
し
た
と
き
、
持
（
じ
）
が

で
て
痛
い
お
も
い
を
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

癖
で
悩
ん
で
い
ろ
人
は
案
外
多

く
、
軽
い
も
の
か
ら
重
い
も
の
ま
で

含
め
る
と
、
二
人
に
一
人
は
な
ん
ら

か
の
症
状
を
も
っ
て
い
る
と
い
わ
れ

ま
す
。
と
く
に
自
動
車
運
転
手
の
よ

う
な
、
一
日
中
す
わ
っ
た
り
、
顕
か

け
た
ま
ま
の
職
業
に
つ
い
て
い
る
人

に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

い
ぼ
痔
は
肛
門
蔀
の
静
脈
の
う
っ

血
、
き
れ
薄
は
下
痢
や
便
秘
で
粘
膜

が
傷
つ
い
て
お
こ
り
ま
す
が
、
こ
れ

ら
直
接
的
な
原
因
の
ほ
か
に
、
タ
バ

コ
や
ア
ル
コ
ー
ル
、
刺
激
の
強
い
食

物
は
痔
を
お
こ
し
や
す
く
す
る
の
で

つ
つ
し
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

薄
は
軽
い
う
ち
な
ら
肛
門
部
を
清

潔
に
し
、
坐
薬
や
軟
膏
を
使
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
数
日
で
な
お
り
ま

す
。
し
か
し
出
血
が
ひ
ど
く
貧
血
ぎ

圏
よ
く
、
痔
の
手
術
は
痛
い
よ
う
に

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
手
術
は
完
全

に
無
痛
で
安
全
で
す
。
入
院
は
、
ふ

つ
う
七
日
か
ら
十
日
間
で
す
み
ま

す。
重
症
の
抱
合
を
除
い
て
、
痔
は
ふ

だ
ん
の
生
活
に
は
そ
れ
ほ
ど
さ
し
さ

わ
り
な
く
、
ま
た
は
す
か
し
い
場
所

で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
で
き
る

だ
け
診
察
を
う
け
な
い
で
す
ま
せ
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
結
果
、

は
じ
め
は
軽
症
だ
っ
た
も
の
が
、
つ

い
不
摂
生
を
重
ね
る
う
ち
に
、
し
だ

い
に
悪
化
し
て
い
く
も
の
で
す
。
早

め
に
医
師
の
診
断
を
う
け
て
、
正
し

い
予
防
法
や
治
撰
方
法
の
指
導
を
う

げ
ろ
こ
と
が
治
療
の
第
一
歩
で
す
。

軽
い
う
ち
に
手
当
て
を
す
れ
ば
そ
れ

以
上
ひ
ど
く
は
な
り
ま
せ
ん
。
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1日は交通安全の日第3日曜日は家庭の日毎月

今
月
の
税
金

町
県
民
税
　
第
三
期
分

納
期
限

十
月
二
十
五
日

期
限
内
に
完
納
し
ま
し
よ
う
I

m
衛
　
生
　
だ
　
よ
　
り
二

m
〟
．
．
”
…
”
…
．
…
”
…
．
．
〟
．
…
”
”
…
”
”
…
〟
．
さ
．
…
［

◎
直
そ
う
（
種
痘
）
の
予
防
接
種

日
時
　
n
月
1
7
日
（
金
）

受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

接
種
　
1
4
時
～
1
5
時

場
所
　
遠
賀
町
公
民
館
ホ
ー
ル

対
象
　
生
後
六
カ
月
か
ら
二
十
四
カ

月
の
人
で
、
ま
だ
受
け
て
い

な
い
人
、
お
よ
び
今
ま
で
に

種
痘
が
つ
か
な
か
っ
た
人
。

母
子
手
帳
、
を
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
狂
犬
病
予
防
注
射
（
追
加
分
）
の
実

施さ
る
十
月
二
日
、
三
日
の
二
日
間
、

予
防
注
射
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
ま
だ

か
な
り
受
け
て
い
な
い
犬
が
お
り
ま

す
。
再
度
も
れ
た
犬
を
対
象
に
行
な
い

ま
す
の
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
1
0
時
0
0
日
（
月
）

1
3
時
5
0
分
～
1
6
時

場
所
　
遠
賀
町
公
民
館
ホ
ー
ル
前

料
金
　
登
録
　
三
〇
〇
円

注
射
　
二
〇
〇
円

な
お
、
当
日
、
不
用
犬
お
よ
び
野
犬

を
う
け
と
り
ま
す
の
で
会
場
に
つ
れ

て
き
て
く
だ
さ
い
。

◎
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

実
施
期
間

1
0
月
鮪
日
～
1
2
月
1
0
日

実
施
場
所

遠
賀
町
各
医
院

苗
柳
病
院
（
広
渡
）

占
部
医
院
（
別
府
）

香
取
医
院
（
遠
賀
川
）

村
田
医
院
（
今
古
賀
）

料
金

一
回
　
十
五
才
以
上
　
三
九
四
円

十
五
才
未
満
　
三
三
四
円

二
回
目
は
一
回
終
了
後
一
週
間
～

四
週
間
の
閲
に
実
施
の
こ
と

な
お
、
生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
こ
れ

に
準
ず
る
世
帯
は
無
料
と
し
ま
す
の

で
保
健
衛
生
係
ま
で
お
申
し
出
く
だ

さい。

行
政
、
人
権
、
心
配
ご
と
の
」

「
合
同
柏
飯
所
を
開
般
し
ま
す

行
政
管
理
庁
で
は
1
0
月
1
5
日
か
ら
2
1

日
ま
で
の
一
週
間
を
「
行
政
相
談
週
間

」
と
定
め
各
種
の
行
革
を
行
な
い
ま
す

が
本
町
で
は
次
の
と
お
り
、
行
政
問
題

人
権
問
題
、
交
通
事
故
問
題
、
そ
の
他

心
配
こ
と
に
つ
い
て
の
合
同
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
の
で
苦
情
や
相
談
や

意
見
が
あ
る
方
は
ご
遠
戚
な
く
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

妃

一
、
日
は
　
時
　
1
0
月
1
9
日
1
3
時
－
1
6
時

二
、
場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館

三
、
相
談
員

行
政
監
察
局
係
官

行
政
相
談
委
員
　
高
崎
博
愛

人
種
観
饗
委
員
　
柴
田
　
閲

民
生
委
員
　
　
石
橋
多
七

民
生
委
員
　
　
　
割
田
建
一

民
生
委
員
　
　
　
井
口
信
子

町
社
会
福
祉
協
議
会
柴
田
勇

交
通
安
全
協
会
　
毛
利
秀
済

身
体
障
害
者
相
談
員
堂
福
富
一

連
賀
福
祉
導
務
所
係
官

な
お
行
政
相
談
週
間
の
期
間
中
に
次

の
行
誌
も
併
せ
て
行
な
い
ま
す
の
で
こ

利
用
く
だ
さ
い
。

※
町
内
道
路
行
政
の
相
戦
新
開
股

日
　
時
　
1
0
月
鳩
目
　
1
3
時
－
1
6
時

場
　
所
　
遠
賀
町
役
娼
会
憩
室

相
談
員
　
行
政
相
談
委
員
萬
崎
博
愛

※
交
通
事
故
相
戦
新
開
股

日
　
時
　
1
0
月
1
7
日
　
9
時
－
1
2
時

場
　
所
i
遠
賀
町
公
民
館

相
談
員
　
行
政
相
談
委
員
高
崎
博
愛

M
巡
回
絶
入
心
配
ご
と
　
調

－
　
　
　
柏
甑
に
つ
い
て
調

左
記
の
と
お
り
日
常
の
諸
問
題
に
対

し
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
こ
利

用
く
だ
さ
い
。記

日
　
時
　
昭
和
四
十
七
年
十
月
二
十
四

場
　
所
　
水
巻
町
町
民
会
館
（
和
室
）

対
象
者
　
郡
内
居
住
の
婦
人

相
談
員
　
法
務
局
、
家
庭
裁
判
所

婦
人
相
談
所
、
婦
人
相
談
貝

遠
賀
郡
消
防
本
部
に
お
い
て
防
火
笛

理
者
の
資
格
取
得
講
習
会
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

謁

一
、
日
時
　
昭
和
4
7
年
n
月
1
8
日
（
土

）
～
1
9
日
（
日
）

9
時
～
1
6
時

二
、
会
場
　
遠
賀
郡
消
防
署
諮
堂

三
、
受
憩
対
象
者

防
火
管
理
を
必
要
と
す
る
革

袋
所
の
従
業
員
ま
た
は
業
務

上
、
防
火
管
理
知
識
が
必
要

な
人
。
（
定
員
鮒
名
）

四
、
申
込
み
　
1
0
月
1
2
日
か
ら
1
0
月
2
0

日
ま
で
に
申
込
害
に
写
真
と

受
講
料
八
〇
〇
円
を
添
え
て

遠
賀
郡
消
防
本
部
に
申
込
み

く
だ
さ
い
。

※
な
お
郵
便
に
よ
る
申
込
み
は
受
け
つ

け
ま
せ
ん
。

幕
帽
ほ
一

一
、
採
用
予
定
人
員
　
約
二
五
〇
名

（
大
学
卒
、
高
校
卒
）

二
、
受
験
資
格
　
昭
幻
・
4
・
2
日
～

昭
3
4
・
4
・
l
日
生
・
男
子

三
、
試
験
の
日
時
な
ど

第
一
次
　
1
0
月
2
9
日

高
卒
者
　
小
倉
高
校

大
卒
者
　
修
猷
館
高
校

第
二
次
　
日
月
下
旬
　
福
岡
市

四
、
受
験
手
続
き

受
付
期
間
　
9
月
1
8
日
～
1
0
月
柳
日

（
郵
送
は
1
0
月
1
8
日
消
印
ま
で
有
効
）

申
込
み
先

箱
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁
百
一
番

福
岡
県
警
察
本
部
警
務
課
試
験
係

※
申
込
書
は
前
記
試
験
係
ま
た
は
、
各

欝
察
著
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

香
典
返
し
お
礼

次
の
方
々
か
ら
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

記

一
、
金
壱
封

故
　
伊
藤
純
一
穣

旧
館

故
　
池
田
シ
ン
様

若
松

故
　
今
土
久
米
蔵
様

鬼
津

故
　
安
永
勇
夫
板

東
町

政
　
毛
利
善
三
郎
様

虫
生
津

伊
藤
　
信
頼

池
田
金
吾
段

今
土
　
壁
殿

安
永
ハ
ナ
子
願

毛
利
善
夫
段


